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本
年
度
同
窓
曾
の
陣
容
は
、
如
上
の
人
民
を
以
て
決
定
せ
ら
れ
た
Q

品
開
務
執
行
の
火
線
に
立
ワ
た
我
等
幹
事
一
同
は
、
執
れ
も
葬
オ
無
能
に
し

て
其
の
器
で
は
な
い
が
、
唯
愛
佼
の
一
念
に
禽
起
し
て
、
蕊
に
過
分
の
心
八

任
途
行
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。

光
輝
あ
る
本
舎
の
溌
同
町
の
成
否
は
、
之
れ
が
機
蹄
運
用
の
知
何
に
か
、

p
、
該
蛍
幹
事
の
努
力
如
何
は
、
本
曾
史
の
一
段
を
精
彩
陸
降
た
ら
し
め

或
は
出
空
虚
な
ら
し
め
る
も
の
で
る
つ
で
、
此

h

挺
に
忠
ひ
を
致
す
時
、
我
等

の
責
務
の
余
り
に
も
重
比
ワ
大
な
る
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
九
あ
る

あ
ら
ゆ
る
困
苦
も
犠
牲
も
泌
受
し
て
、
岬
崎
校
岱
曾
の
蛮
力
に
粉
骨
砕
身
す

る
は
本
よ

P
期
す
る
虎
で
あ
る
が
・
光
院
本
の
草
責
を
完
ふ
し
て
、
本
舎
の

向
上
品
県
民
を
貨
擁
す
る
は
容
易
な
ら
ざ
る
難
事
守
あ
っ
て
、
我
等
は
宗
凶

の
御
加
被
を
仰
戸
、
と
共
に
異
体
同
心
相
互
協
力
を
誓
約
し
、
以
て
多
端
な

る
各
寺
の
部
門
に
、
雄
キ
し
い
活
動
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
ワ

た。
其
の
後
多
少
幹
事
の
異
動
は
あ
っ
た
が
、
盆
4
強
闘
な
る
意
志
の
．
F
に

結
束
し
、
合
務
は
溢
滞
無
〈
遂
行
さ
れ
、
多
〈
の
事
績
を
あ
げ
つ
、
あ
る

は
背
骨
ぶ
べ
き
ζ

と
で
あ
る
。

ζ

れ
等
詳
細
な
る
報
道
は
措
い
て
詩
人
は
此
蕗
に
感
想
の
一
端
を
逃
ペ

て
見
ょ
う
。
支
那
事
圃
震
の
洗
讃
に
よ
っ
て
畑
山
地
た
る
我
が
恩
忽
田
作
は
統
一

さ
れ
、
埋
れ
て
暦
た
日
本
精
紳
が
と
L

に
力
強
〈
優
頭
し
た
。
そ
れ
は
俊

秀
な
る
大
和
民
族
内
思
忽
の
温
尿
に
古
〈
よ
習
指
は
れ
、
激
し
て
は
奔
流



持
を
噛
む
如
く
、
和
λ

て
は
朝
日
に
匂
ふ
概
花
の
如
〈
描
刺
身
に
市
内
化
祭
現

し
て
光
輝
比
類
無
き
三
千
年
の
際
史
を
造
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
貨
に
日

本
精
神
こ
そ
世
紀
の
縫
針
、
人
類
の
指
導
原
理
に

1
て
、
建
闘
以
来
の
親

想
た
る
八
紘
一
宇
の
貨
現
は
正
し
く
之
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
精

神
の
仲
間
帽
す
る
虞
必
ず
正
義
を
生
じ
、
飽
〈
ま
下
、
も
暗
雲
を
掃
滅
し
、
邪

悪
を
破
捜
し
て
理
想
郷
を
建
設
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

然
ら
ば
臼
本
精
神
と
は
如
何
に
と
一
五
ふ
に
、
智
仁
勇
の
コ
一
徳
を
以
て
重

要
嵐
性
と
す
る
潟
の
不
滅
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
之
れ
を
宗
蹴
の
御
人
絡

に
就
い
て
見
る
に
、
そ
の
生
法
は
日
本
精
神
の
体
現
そ
の
も
の
で
あ
る
。

末
法
溌
季
の
雑
凱
品
開

p
な
き
都
法
の
迷
雲
を
排
し
て
、
時
仲
律
の
本
懐
た

る
民
如
の
月
を
翻
得
さ
れ
た
る
は
こ
れ
日
本
第
｝
の
M
H
惑
で
あ

p
、
一
切

衆
生
の
苦
悩
を
御
自
身
一
人
の
上
の
苦
悩
と
し
て
正
訟
を
弘
沼
し
、
救
併

の
大
慈
を
垂
れ
ら
れ
た
る
は
こ
れ
仁
心
で
あ

p
、
時
の
お
政
者
執
棋
を
も

列
島
の
玉
と
印
刷
り
て
、
断
凶
弾
流
諭
等
の
重
品
世
た
る
迫
害
に
も
肘
伏
せ
ず
、

還
に
自
己
の
大
信
念
を
貫
徹
さ
れ
た
る
は
ζ

れ
勇
気
で
あ
る
。

即
ち
我
が
純
白
金
人
絡
そ
の
も
の
が

H
本
精
神
の
様
化
で
あ
る
。

商
渓
御
平
山
胞
に
於
け
る
九
ヶ
年
の
御
需
品
以
は
給
下
り
て
四
谷
檀
林
の
諒

設
と
な
り
、
法
水
脈
今
と
し
て
侍
へ
ら
れ
て
六
百
数
十
年
、
此
庭
に
組
山

致
事
の
殿
堂
の
焚
炭
を
見
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
我
録
制
仰
山
車
徒
こ
そ
、

正
に
宗
加
の
魂
塊
の
相
伴
者
で
あ
る
。
即
ち
法
華
経
の
農
髄
は
即
宗
祖
の

魂
嶋
、
宗
組
の
魂
塊
は
即
我
等
胸
中
の
一
念
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
白
羽
加

の
御
慈
愛
に
抱
か
れ
乍
ら
行
阜
の
二
道
に
精
進
せ
る
我
・
4

事
徒
の
将
来
に

は
、
働
使
と
一
五
ふ
大
任
が
認
せ
ら
れ
て
居
る
。
我
等
は
自
己
の
使
命
を
的

各

部

著E

言日

厳
に
認
識
し
、
自
重
自
誠
し
て
本
分
自
達
成
に
遇
話
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然

し
て
そ
の
前
途
に
は
幾
多

ω
限
努
が
横
た
は
り
、
之
れ
を
突
破
し
て
初
志

貫
徹
を
果
た
す
に
は
智
仁
男
の
三
徳
に
依
嫁
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

我
等
は
本
分
の
貫
徹
を
以
て
却
恕
れ
現
の
緑
地
と
し
、
政
相
品
質
現
の
助
成

を
以
て
本
命
u
の
本
分
と
す
る
の
で
あ
る
。
貨
に
本
品
刊
の
存
十
代
意
義
は
此
虎

に
あ
る
。

本
年
度
も
既
に
終
り
に
臨
み
、
合
務
も
大
過
無
〈
大
字
を
果
し
、
伶
前
日

々
在
し
て
遂
行
さ
れ
つ
も
あ
る
が
、
と
れ
備
に
晶
曹
長
狽
下
を
約
め
各
部
長

諸
先
生
並
ぴ
に
先
輩
訴
側
、
合
員
諸
兄
等
の
御
後
役
に
依
る
も
の
に
し
て

会
〈
我
等
一
同
の
微
カ
の
能
〈
致
す
蕗
に
非
ず
。
廿
拙
に
枠
内
深
の
謝
意
を
仲
仰

げ
る
次
第
℃
あ
る
。
（
阿
村
生
記
）
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同
月
廿
一
日
上
初
の
如
く
滋
川
さ
れ
た
る
寺
山
学
一
一
向
は
各
部
の
事
務
引

綴
ぎ
に
忙
殺
さ
れ
つ
、
‘
祷
新
幹
事
一
一
体
と
な

P
、
市
両
端
の
準
備
を
な
し

ヮ
、
定
期
大
A
W
を
作
っ
。

四
月
廿
七
目
撃
院
数
授
今
村
先
生
r
m
段
寺
に
正
日
内
せ
ら
れ
、
下
時
庶
務

幹
事
そ
の
式
に
列
し
祝
意
を
表
す
。

同
円
サ
九
日
先
輩
世
何
回
郎
築
静
附
置
H

山
せ
ら
れ
耐
震
を
践
す
。

（
以
上
の

二
問
九


